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愛媛県におけるムシバミコガネグモの記録 
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種の記録 

Araneidae コガネグモ科 

Argiope aetheroides Yin et al., 1989 

ムシバミコガネグモ（写真 1） 

標本 愛媛県立衛生環境研究所生物多様性センタ

ー標本（BCEJ-Arthro）00055－00056．9 ⅵ 2026，愛

媛県喜多郡内子町大瀬南，1♀（亜成体），体長 11.9 

mm（20 ⅶ 2026，飼育後成体，体長 15.8mm），懸田 

剛・懸田大輝採集．7 ⅷ 2026，愛媛県宇和島市津島

町槇川，1♀（成体），体長 13.8mm，原 有助採集． 

種の特徴 

メスの体長 9.0－18.0mm 前後，体は背甲が銀色の毛

が密生し，腹部上面は白色の地に横向きの黒色の

線，黒色の帯，濃橙色の帯を有し，濃色の帯には白

斑があるほか，非常に良く似た体躯のコガタコガネグ

モ Argiope minuta と異なり，外雌器前方に平らな部分

がない．以上の特徴が一致したことから標本個体を本

種と同定した（新海，2006；谷川，2007）．  

備考 

本種は国内では本州，青ヶ島，四国，九州，薩南諸

島に分布することが知られている（新海，1977，2006；

谷川，2007）．四国では高知県および徳島県で確認

されており（中平，1954；真鍋・坂東，1987），愛媛県

からは知られていなかった（鶴崎ほか，2011）．今回，

内子町の湿地帯ビオトープ横の林縁および宇和島市

の里山にある建物の軒下といったやや薄暗い場所に

営巣している個体を確認したため，県内初記録として

報告する．この 2 個体は，いずれも人が近づくと巣か

ら迅速に飛び降りる行動が見られた． 
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写真 1 Argiope aetheroides ムシバミコガネグモ

（BCEJ-Arthro 00055）．a．♀背面側，b．外雌器． 

スケールバー：a 1cm，b 0.5mm．撮影：原 有助 
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